
解 説

1. 2017年10月から2019年9月の期間で中国四国地区において当委員会に
報告され、プリオン病と判定されたのは全33例、うち孤発性CJD28例、遺
伝性CJD 5例であった。

2. 当地域ではV180I症例が全国平均に比較して多く、近年さらに報告数が
増加傾向である。
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中国四国地区におけるプリオン病サーベイランス

研究分担者：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科脳神経内科学 阿部康二

152




